
直接接続の設定
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直接接続モード
Cisco UCS Manager 3.1では、Cシリーズラックマウントサーバをファブリックインターコネク
トに直接接続するオプションがサポートされています。ファブリックエクステンダは不要です。

このオプションを使用すれば、管理トラフィックとデータトラフィックの両方に単一のケーブル

を使用して、Cisco UCS Managerで Cシリーズラックマウントサーバを管理できます。
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サーバとFIを接続後、サーバが検出されたら、CシリーズソフトウェアバンドルをCiscoUCS
Managerリリース 3.1で利用可能なバンドルに更新してください。

10G接続で Cisco VIC 1385および 1387を使用している場合は、40Gから 10G QSFPへのコン
バータが必要になりますが、4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ルおよび 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）を使用することはできません。

（注）

直接接続モードを使用する場合は、すべての Cisco UCS管理対象アダプタを、ファブリックイン
ターコネクトのサーバポートに接続する必要があります。Cisco UCS Manager 3.1との直接接続
モード統合の要件, （2ページ）に一覧表示されているサーバファームウェアを使用している
ことを確認してください。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードして

から、サーバを Cisco UCS Managerと統合してください。Cシリーズサーバのファームウェアの
アップグレードを参照してください。

VIF の拡張性

ファブリックインターコネクトに直接接続されているサーバの各アダプタで許可される仮想イン

ターフェイスの最大数については、次のマニュアルを参照してください。

『Cisco UCS Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide』

Cisco UCS Manager 3.1 との直接接続モード統合の要件
クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップで、CシリーズラックマウントサーバとCisco UCSManagerの直接接続の
統合を作成するには、次の製品が必要です。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1を実行している Cisco UCSシステム。

•次の表に記載されている、いずれかのサポート対象 Cisco UCS Cシリーズサーバおよび対応
する CIMCのリリースバージョン

表 1：直接接続モード統合での CIMC、BIOS、および UCS Manager の最低限必要なバージョン

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ
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UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

Cisco UCS C220 M4サーバおよび Cisco UCS C240 M4サーバの場合は、MLOMまた
は VICを使用して、SingleConnectまたは直接接続モードで Cisco UCS Managerと統
合できます。接続アダプタは、次のように選択されます。

（注）

•MLOMのみ：サーバにMLOMのみ搭載されている場合、接続アダプタはデ
フォルトでMLOMです。

•MLOMおよび VICアダプタ：:MLOMがデフォルトの接続アダプタです。

•MLOMなし：

• Cisco UCS C220 M4の場合は、直接接続統合用のために Riser1（スロット
1）に VICを装着する必要があります。

• Cisco UCS C240 M4の場合は、直接接続統合のために、スロット 1、2、
4、5のいずれかに VICを装着できます。

VICアダプタを使用する場合、統合用に40GBの接続を使用するには、MLOM
を必ず取り外してください。

（注）

•MLOMおよび VICなし：SingleConnectも直接接続もサポートされません。
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サーバには、CiscoUCSVIC 1225、CiscoVIC 1227、CiscoVIC 1385またはCisco
VIC 1387MLOMを装着する必要があります。ファームウェアとブートローダ
のバージョン要件は次のとおりです。

Cisco UCS 1225および 1227カードの場合：

重要

•推奨：2.1(0.457a)

•最小限の要件：2.1(0.367e)

Cisco UCS VIC 1385および 1387 MLOMの場合：

•推奨：4.1.1a

•最小限：4.1.1a

Cisco UCS 1225、Cisco UCS 1227、Cisco UCS 1385、Cisco UCS 1387 VICは、
直接接続もサポートします。Cisco UCSVICを使用して直接接続している場合
は、次の表に記載されているスロットのいずれかにカードを挿入してくださ

い。

表 2：直接接続統合用の Cisco VIC スロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

4Cisco UCS C420 M3サーバ

MLOM、1Cisco UCS C220 M4サーバ

MLOM、1、2、4、5Cisco UCS C240 M4サーバ

4、9、5、10Cisco UCS C460 M4サーバ

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI × 2。ポートはサーバポートとして設定する
必要があります。

• 1枚のカードに対して、少なくとも 2本の 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ル。
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非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセット
アップでサーバを統合している場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI X 1。ポートはサーバポートとして設
定する必要があります。

•カードごとに、少なくとも1本の10GbSFPケーブル。両方のポートから同じFIにカー
ドを接続することはできません。

管理接続ポリシーと接続モード
Cisco UCSドメインの Cシリーズラックマウントサーバに対する物理接続を確立する場合は、
Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続モードと管理ポリシーを指定する必
要があります。管理ポリシーは、接続されているすべての Cシリーズラックマウントサーバに
対してグローバルです。接続モードにより、Cisco UCS Managerでのラックサーバの検出方法が
決まります。直接接続はサイドバンド接続のみサポートしています。

ラックサーバには、次のいずれかの接続ポリシーを指定できます。

•自動確認：これは、Cシリーズラックマウントサーバに推奨されるデフォルトの接続モー
ドです。接続モードが自動確認の場合、Cisco UCS Managerは、物理接続が確立されるとす
ぐにラックサーバを検出し、指定された管理ポリシーに基づいてサーバの管理を開始しま

す。

•ユーザ確認：接続モードがユーザ確認の場合は、物理接続が確立されると、CiscoUCSManager
GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続を手動で確認し、接続モードを指定して検出を開
始する必要があります。CiscoUCSManagerは、接続モードが指定されるまでCシリーズラッ
クマウントサーバの検出を開始しません。

Cisco UCS Managerによってラックサーバが検出され、管理されている場合、1台の Cシリー
ズラックマウントサーバの既存の接続モードを変更するには、そのサーバを停止してから再

起動して、新しい接続モードを指定する必要があります。Cisco UCS Managerは、その時初め
て、新しい接続モードでサーバを検出できるようになります。

（注）
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C シリーズサーバと Cisco UCS ドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

はじめる前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

• FIポートがサーバポートとして設定されていることを確認します。設定されていない場合
は、Cisco UCS Manager GUIを使用して、サーバポートとして再設定します。

•サーバを接続する前に、Cisco UCSManagerとの統合用の正しいスロットにCisco UCSVICが
装着されていることを確認します。カードが正しいスロットに装着されていない場合、サー

バの直接接続管理を有効にできません。

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 FIでサーバポートを設定します。
ステップ 3 Cisco UCS VICアダプタからのパスを FIのサーバポートに接続します。

a) サーバと FI Aの 1つのポートの間をサポートされている 1本の SFPケーブルで接続します。FI Aの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

VICから 1本のケーブルを 1枚のカードの FIに接続します。両方のポートを同じ FIに接続することは
できません。

b) サーバと FI Bの 1つのポートの間をサポートされている 1本の SFPケーブルで接続します。FI Bの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

（注） •アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」エラーが表示されます。

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネット
ワークトポロジとサポート対象ケーブル」の項を参照してください。

ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地されたAC電源コンセントにコードを接続します。

電源を入れるとサーバディスカバリが開始されます。
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直接接続モードのクラスタセットアップの物理的な接続

の図
次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリリー
ス 3.1の直接接続モードでの物理的な接続例を示しています。次の図は、Cシリーズラックマウ
ントサーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールドで示され
たパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

図 1：直接接続の配線構成

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

Cシリーズラックマウントサーバ3Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VIC

4Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック B）

2
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C シリーズサーバと UCS ドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

非クラスタセットアップで、Cシリーズサーバと UCSドメインを接続する場合は、Cシリーズ
サーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, （6ページ）で説明されてい
るのと同じ手順を実行します。ただし、クラスタセットアップのように、2つの FIを使用して 2
本のケーブルを接続する代わりに、1つの FIと 1本のケーブルのみをアダプタに接続します。

図 2：直接接続モードの非クラスタセットアップの物理的な接続の図

次の図は、サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールドで
示されたパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

Cシリーズラックマウントサーバ21

Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファブ
リック A） サポート対象 PCIeスロット内の Cisco

VIC。
3
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SingleConnect から直接接続モードへの C シリーズサーバ
の移行

この移行手順を実行する前に、CiscoUCSManagerGUIの [Global Policies]ページで、[RackDiscovery
Policy]と [Rack Management Connection Policies]を [Immediate]や [Auto Acknowledge]などのデフォ
ルトに設定してください。そうすることで、サーバをFIに直接接続すると、すぐにそのサーバが
検出され、ユーザの操作を待たずに、Cisco UCS Managerによるサーバの管理が開始されます。

SingleConnect FEX接続から直接接続への移行は、中断の生じるプロセスです。この移行は、
スケジュールされた停止時間内に行ってください。この手順は、完了するまで 15 ~ 20分かか
る場合があります。

注意

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。
ステップ 2 FEXからケーブルを外して、ファブリックインターコネクトのポートに接続します。
ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIでサーバを右クリックして、ポップアップメニューから [Recover Server]または

[Server Maintenance]を選択します。
ステップ 4 [Re-acknowledge]クリックして、[OK]を選択します。

これでサーバが再起動します。

サーバを再起動したら、通常の運用を再開できます。

デュアルワイヤ管理から直接接続モードへの C シリーズ
サーバの移行

この移行手順を実行する前に、CiscoUCSManagerGUIの [Global Policies]ページで、[RackDiscovery
Policy]と [Rack Management Connection Policies]を [Immediate]や [Auto Acknowledge]などのデフォ
ルトに設定してください。そうすることで、サーバをFIに直接接続すると、すぐにそのサーバが
検出され、ユーザの操作を待たずに、Cisco UCS Managerによるサーバの管理が開始されます。

注意 •デュアルワイヤ FEX接続から直接接続への移行は、中断の生じるプロセスです。この移
行は、スケジュールされた停止時間内に行ってください。この手順は、完了するまで 15
~ 20分かかる場合があります。

•移行を実行する前にサーバを停止する必要があります。
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デュアルワイヤ管理モードで接続されているサーバに対して直接接続モードを有効にするには、

アダプタを変更する必要があります。アダプタを変更すると、ベアメタルWindowsシステムの
PCIeの番号付けに影響を与えることがあります。OSにリストされているアダプタを変更すると、
それらはアダプタ 3と 4になります。スタティックアドレスを使用している場合は、サーバから
前のアダプタを取り外す必要があります。詳細については、次のサイトを参照してください。
http://support.microsoft.com/kb/269155

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。
ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

ステップ 3 Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS VIC 1227を使用していない場合は、サーバで Cisco UCS VICを物理
的に変更します。

a) サーバの背面から、電源ケーブル、Management LOMと SFP Twinax接続ケーブルを外します。
b) サーバをスライドしてラックから外し、上部カバーを取り外します。
c) PCIeライザカードをスロットから外し、既存のアダプタを取り外して、Cisco UCS VIC 1225を装着し
ます。

d) PCIeライザカードをスロットに再度装着し、上部カバーをサーバに戻し、サーバを押してラックに戻
します。

e) （任意）デュアルワイヤモードで、FEXをサーバに接続する必要がなくなった場合は、FEXを Cisco
UCS Managerから外し、電源を入れて、ラックサーバから FEXを取り外します。

ステップ 4 Cisco VICのポートから FIのポートに SFP Twinaxケーブルを接続します。
ステップ 5 サーバに電源ケーブルを再度接続します。

CIMCがスタンバイになるので、サーバの電源を入れる必要はありません。

次の作業

CiscoUCSManagerGUIからサーバを再起動します。再起動が完了すると、サーバが運用可能にな
り、サービスプロファイルをサーバに適用できます。

統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスク

はすべて Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。UCSManagerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウントサーバ
の Cisco UCS Managerは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。
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Cisco UCSManagerからの Cシリーズラックマウントサーバの管理の詳細については、使用して
いるリリースの『Cisco UCSManager Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章
を参照してください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バにUCSManagerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロ
ンモードに戻す（CIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Managerで次の処
理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。
ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCS Managerによって割り
当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これによっ
て番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能性が
あります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロンモー

ドに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能デバイス
として表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

ステップ 3 CIMCを工場出荷時の初期状態にリセットします。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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直接接続の設定

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
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直接接続の設定

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法
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